
仙台市泉区将監の家は1973年石油

ショック時建築。改修工事当時2005年で建築後32年

を経過していました。現在は建築後50年です。 

施主および設計監理者は安井妙子です。 

一見すると良さそうな修理後外観に見えますがどう

してどうして。色々あります。施主が設計者に不満を

述べると「あんたが十分なお金を出さないからでしょ」

と言い返します。どんな講義になりますやら。 

 

            

申し込み： https://forms.gle/rHPx8xcZYR4JUAEt9  

問合せ：（一社)宮城県建築士会     

E-mail： miyagishikai@kenchikushi.or.jp 

締  切： 各回とも 3日前の水曜日       

共 催： (一社)宮城県建築士会女性部会             

共 催：  阿 部 和 建 築 文 化 研 究 所 

 

年間開催全4回   

第2土曜日の14時から15時半までZOOM  

によるオンラインで行います。 

 

 

 

 

 

阿部和建築文化研究所について 

阿部和建築文化研究所 - 株式会社 阿部和工務店 (abekazu.co.jp) 

2005年に設立。(株)阿部和工務店の社会貢献活動部門として

位置づけ、活動内容はシンポジウムや見学会などの企画運

営、まちづくり活動、修理工事報告書出版 、研究論文発表

など。今までに出版した修理工事報告書等は16冊を数える。 

講師プロフィール 詳しくは上記URLをご覧ください 

中尾 七重 千葉大学大学院自然科学研究科居住空間学専攻 

博士（工学）著書『合掌造りはいつ建てられたか』中尾七

重・坂本稔、日本民家園叢書13、川崎市立日本民家園、2016 

放射性炭素14による国宝、重文の社寺、城等の年代調査多数 

安井 妙子 宮城工業高等専門学校 建築学科卒業一級建築士 

著書『古民家復権 冬も快適に暮らす』安井妙子・宮澤智

士、建築修復学双書、みちのく伝統建築研究会,2001 古民

家の高断熱高気密構造補強修復、登録文化財登録業務多数 

改修設計に失敗する方法教えます 
―鉄骨造の家はなかなかの曲者―        

「語ろう学ぼう木の建築講座」はおかげさまで３年目に突入。第９回目の開催となりまし

た。木の建築講座と言いながら今回は鉄骨プレファブ住宅の高断熱高気密補強改修工事で

す。これからも実務に役立つ情報を発信していく予定です。 参加費：無料 CPD有 
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見逃し配信もご活用下さい 

https://forms.gle/6XFJJmUuwkAHyC4D6  

申し込み 

  ➡ 

https://forms.gle/rHPx8xcZYR4JUAEt9
mailto:miyagishikai@kenchikushi.or.jp
https://abekazu.co.jp/architectural/
https://forms.gle/6XFJJmUuwkAHyC4D6

